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「文学」は世界の風景を変える？ 

客員教員 金沢 美知子 
 「文学」は人間にとってどのような意味を持つのでし

ょうか。文学作品を書いたり読んだりしても世界から飢

えはなくならない、病気はなくならない、パンも薬も、

靴も服も家も生まれない、となれば「文学」など何の役

に立つのか、という意見も登場するでしょうし、実際に

この問題は様々な時代に様々な局面で論じられてきまし

た。 

 このような疑問が突きつけられた時、私はいつも 20 世

紀フランスの批評家、ジャン･リカルドゥーの言葉を思い

浮かべます。少し古い話ですが、「文学に何ができるか？」

という議論が熱かった時代のことで、彼は＜世界に文学

というものが存在していなかったら、子供の死は屠殺場

での動物の死と殆ど同じになってしまうだろう＞と述べ

ました。＜文学作品がただ子供の死と同じ空間に存在す

るだけで、その死は社会の注目を浴び、動物ではなく、

人間の死としての意味を持つようになる＞ことを主張し

たわけです。 

 この発言は、「文学」の存在意義に向けられたとても力

強いエールのように思われます。世界の風景を変えると

いうことは人間の世界観、人生観に決定的な影響を与え

るということです。「文学」は人間にとって避けられない

前提であると言えるかもしれません。このような次第で、

というよりほんとうは物語の面白さを堪能したいという

気持ちに動かされてですが、私はこれまで「文学」をめ

ぐる諸問題、特にロシアを中心とするヨーロッパの文学

作品と作家、そして作品が生まれ、読まれた社会や時代

の考察に時間を過ごしてきました。東京大学を退職後、

3 年という時間を経て、今春からは新たな気持ちで放送

大学の学生の皆さんと向き合う仕事に取り組んでいます。

面接授業の他、研究会、読書感想文コンクール等を通じ

て「文学」について考える機会を提供できればと思って

います。 

私たちとミドリゾウリムシ 

 客員教員 細谷 浩史 
2018 年の 4月から、皆様のお手伝いをさせていただく

ことになりました。専門は細胞生物学です。実験材料は、

原生生物ミドリゾウリムシ。研究テーマは、光合成がで

きない単細胞生物が、光合成の得意な藻類を体内に共生

させている「不思議」の解明、という事になるでしょう

か。ミドリゾウリムシは光合成ができず、生きていく上

で太陽エネルギーを“直接”利用できません。しかし、

光合成が得意な藻類を体内に共生させる事で、結果的に

ミドリゾウリムシは太陽エネルギーを利用できる様にな

りました。ミドリゾウリムシができるのだから、私たち

も将来はできる様になるのではないか、そんな“夢”を

見ることも可能です。それでは、ミドリゾウリムシの不

思議をいくつかご紹介いたしましょう。 

(1)夜間には共生藻は光合成ができないので、ミドリゾウ

リムシは周りの微生物や藻類を食べてエネルギー源とし

ている様子。光合成もさることながら、昼・夜でエネル

ギーの取り方を替える能力も私たちにはありません。こ

の様な“生存戦略の多様化”が、なぜミドリゾウリムシ

で実現できたのでしょう？ 

(2)食べた藻類を“食胞（胃に相当）”から脱出させ、体

内で厚遇する能力にもびっくりです。“ゾウリムシ”も

藻類を食べますが、食胞でしっかり消化します。“ミド

リムシ”クッキーを食する私（たち）も同様です。なぜ、

ゾウリムシや私たちはできないのに、ミドリゾウリムシ

は藻類を厚遇できるのでしょう？ 

(3)共生している藻類の数は、体内では 400 個程度です。

なぜ、800 個や 200 個ではないのでしょう……。 

文中、用語を“  ”で囲んだ意味について、「細胞生物

学」の授業でしっかりとご説明致します。皆様、これか

らもどうぞよろしくお願いいたします。 
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令和元年の学園祭（茗荷祭） 

事務局長 小瀧 千春 
 今年の学園祭（茗荷祭）は 9/14(土)・9/15(日)の 2 日

間に亘り開催されました。珍しく両日共雨には無縁で、

神さまの采配に感謝いたしました。 

 今回は 2 つの新体制の下、期待感と緊張感を持って臨

んだ学園祭でした。1 つ目は崩御に伴わない形の祝新元

号令和元年の開催であった事、2 つ目は本年 1 月に発足

した「放送大学東京文京学習センター学園祭等連絡協議

会」という新組織の主催で実施した初めての学園祭であ

った事、この 2つは特筆すべき事だと思います。 

 学園祭の準備：第 1 回連絡協議会を 6/2 に立上げ、以

下 7/7、8/4、9/8 まで着々と会議を重ね本番を迎えまし

た。参加はサークル・同好会・同窓会等合わせて 19 団体

でした。 

総合受付：初めて正面玄関内入口に設置、ご来場者が

迷うことなく 2F 展示室や B1 多目的講義室 1 のイベント

会場へ行かれるようにご案内し、賛助券の販売も行いま

した。 

校舎外活動：毎年恒例の新鮮野菜販売やお弁当・ドリ

ンク販売は好評で、近辺の方々も気軽に立ち寄り購入さ

れ、いずれも完売でした。 

各サークル展示室：2Fの講義室・会議室・学生相談室

などを展示室としてフルに活用しました。各サークル等

の創意工夫を凝らした成果発表を見て回るのは実に楽し

いものです。もっと大勢の人に見ていただくために再考

が必要だと思いました。 

お茶席：B1 学生ホールで開催して 3年。茶道の精神「和

敬清寂」の言葉の理解は難しく奥深いものですが、正に

日本人の精神文化です。一杯のお抹茶に心が和みました。 

応急手当体験ブース：今回初の試みとして、災害時支

援ボランティアの方の企画で AED（自動体外式除細動器）

操作や心臓マッサージを専門家に指導していただきまし

た。2日間で延べ 44 人が体験されました。災害時支援ボ

ランティアの方や小石川消防署のご支援に感謝いたしま

す。この体験で尊い命が救えるようになりたいものです。 

イベント会場（B1 多目的講義室 1）  

初日 午前中は、講演会 

① 「行政書士業務の多様性と可能性」 

② 「卒業研究の取組」が開催されました。 

午後はダンスパーティ。華やかな衣裳をまとった部員

の男女が優雅に舞う。今年初めて審査員 2 名の審査によ

り賞品授与がありました。是非皆様も来年はご参加下さ

い。 

2 日目 器楽合奏・合唱演奏など終日音楽関係サーク

ルの発表会と伝統太極拳の表演でした。 

2 日間の学園祭（茗荷祭）を無事に終え、いよいよ打上

げ懇親会の始まりです。全員でセッティング。テーブル

にはサンドイッチ・焼きそば・巻き寿司など軽食とお酒

が用意され、途中珍しい木管楽器コカリナの演奏もあり、

解放感・充実感と共に令和元年のお祭りは盛り上がりそ

してお開きとなりました。 

10/10 は連絡協議会反省会 

多くの反省点が浮き上がりましたが「学園祭は学生が

主体」という根本意識がまだまだ浸透していないことが

一番の反省点ではないでしょうか。課題は多い方が成長

します。来年に向けてまた一歩前進しましょう！
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学友や先生との歓談から学ぶ 
－クラス会活動報告と次回開催のお知らせ－ 

クラス会支援委員会委員長 中村 由美 

 ’１８年度クラス会は、今年度９月に開催しました。

ロシア文学・比較文学専門の金沢美知子先生の講話や学

生との談話では、文章研究には草稿や文体、筆跡など現

実的な情報を追う実証的研究や、大作前の失敗作品や初

期・没作品の分析、また類似作品との環境や時代の相対

化をみること。自己と対立する文章にふれると混乱と破

壊がおきるが、そこに新規性がうまれる。さらに、人文

科学研究は知的遊戯との見解があっても、いま優勢の自

然科学との連動が、持続可能な社会や大学など学ぶ現場

をつくり出せるのではないかなどの意見が行き交いまし

た。 

 １１月開催の’１９年度前期および後期クラス会では、

数値流体力学専門の河村哲也先生から、スライドを用い

て、数値シミュレーションによる地球環境のしくみや、

指導学生の火災旋風や木星大気など防災や天体の研究例

を紹介いただきました。情報科学以外の学生や科目・選

科生からも、たくさんの質問が挙がり、積極的な質疑応

答となりました。また、院生が持参した課題の書面を通

じて、自主ゼミ方式で懇談しました。 

 いずれの日も台風の影響や雨模様でしたが、無事に開

催することができました。最近の気象変動のように、私

たちもときどき迷い、小さな挫折や寄り道をしながら、

みずから選んだ目前の学習・知の道を歩み続けているの

かもしれません。 

 令和２年２月９日（日）は’１５～’１９年度合同ク

ラス会を開催します。是非ご参会ください。 

 

 

 

 
 

〔クラス会のお知らせ〕 bunkyo_classkai@ouj.ac.jp 

                    

東京学友同窓会活動の報告 
－全国同窓会活動アンケート結果紹介－ 

東京学友同窓会会長 齊藤 成吾 
 当同窓会会則によれば、当同窓会は「生涯学習の理想

の実現を目指し、放送大学との情報を共有しつつ、会員

の親睦と放送大学の発展のために寄与すること」を目的

としています。 

 この度、全国同窓会活動に対するアンケートを実施し

た結果について、その概要を報告させていただきます。

（注）実施同窓会数：49同窓会対象 

No. 主要項目 数量 ％ 

１ 総会開催 49 100 

2 所長・事務長と役員との懇談

会 

46 94 

3 役員会開催 （1 回/月その

他）  

49 100 

4 会報発行 42 86 

HP への掲載＆更新 18 37 

5 行事の開催（春季、秋季その

他） 

49 100 

6 学園祭の開催・三位一体 (*) 22 45 

7 大学との協力   

入学者の集い時・同窓会祝

辞 

26 53 

卒業・修了学位記授与式・同窓会

祝辞 

42 86 

卒論・修論発表会・同窓会共

催 

20 40 

SC 公開講座・同窓会共催 12 25 

SC 研修旅行・同窓会共催 9 18 

8 パソコン講習会・個別指導 21 43 

（*)：SC、サークル・同好会＆学友同窓会の三位一体化対

応 

 同窓会活動に対する「HP＆ML の利用拡大等」が今後の

課題。 

 

 

   〔’１５～’１９年度合同クラス会のお知らせ〕 

〔日時〕令和２年２月９日（日）１４:００～１７:００ 
〔開場・受付〕１３:３０ 
〔対象者〕’１５～’１９年度入学の東京文京ＳＣ在籍者 
〔会場〕東京文京学習センター 多目的講義室１(地下１階) 
〔詳細〕センターＨＰやセンターからのメール等を参照下さい

件名に「クラス会参加希望」と明記の

上、 メール本文に、入学年度と前後期、学

生の種類、所属コース、学生番号、氏名、メ

ールアドレスを記載して下さい｡ ／QR コー

ド登録も可能です。 
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（お知らせ） 

筑波大学大塚図書館 
所蔵図書の貸出について 

東京文京学習センター 
放送大学の決定により、2019 年 4 月 1日から図書サー

ビスが変更され、放送大学所蔵図書等の貸し出しは本部

図書館に 1 本化され、学習センターでの貸し出しはでき

なくなりました。 

 本学習センターは、筑波大学との合築の施設であり、

放送大学で所蔵する図書等は筑波大学大塚図書館内に設

置されており、併せて大塚図書館に所蔵する筑波大学図

書も貸し出しができなくなっていました。これにつきま

しては、昨年度から筑波大学附属図書館と協議を続けて

きた結果、放送大学の学生にも筑波大学の所蔵する図書

に限り、一般学外者として貸し出しが可能となりました

ので、お知らせいたします（貸し出し方法は、※を参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 なお、大塚図書館での資料閲覧の際は、従来どおり、

学生証をカウンターで提示することで入館できます。希

望者には、1日入館券も発行されます。 

※ 筑波大学所蔵図書の貸し出し方法 

筑波大学附属図書館所蔵図書の貸し出しを希望する場

合は、筑波大学附属図書館学外者貸出利用証の発行を申

請してください（Ｗｅｂ頁からの申請となります。電子

メールが必要です。発行のための実費をご負担ください）。

貸し出しにあたっては、筑波大学附属図書館の利用方法

が適用されます。 

 詳しくは、筑波大学附属図書館の Web 頁 

（https://www.tulips.tsukuba.ac.jp/lib/ja/visitor-card）

をご覧いただくか、大塚図書館のカウンターでお尋ねく

ださい（対応時間：月～土曜日 12:00～18:00）。 

 

以  上 
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〇 学生研修旅行報告 

 

本年の学生研修旅行は、９月５日（木）に学生・教職

員、総勢７５名（バス２台）にて実施されました。 

 

 アンケートで、一昨年度は、沼津の深海水族館・三島

大社で「見学場所が遠い、近いところが良い」という結

果を踏まえ、昨年度は、初めて都内（相撲博物館、回向

院、富岡八幡宮、深川江戸資料館）を回るコースを実施

したところ、逆に「近すぎる、都内ならば自分で行ける」

等のご意見があり、今年度は歴代最長の移動距離の諏訪

湖方面で、諏訪大社、長野ＳＣ、片倉館、諏訪５蔵見学

という企画に対して、多数の参加がありました。 

アンケートを回収した結果、企画の時期（良い 

90.00％）、借り上げバス（良い 91.67％）、諏訪大社本

宮（良い 91.23％）、長野ＳＣ・昼食場所（良い 96.61％）、

片倉館（良い 83.87％）、諏訪５蔵（良い 75.86％）、

参加費（納得する 88.89％）、来年度以降も参加する

（100.00％）でした。 

 

特に本年４月に上諏訪駅前の新しい建物に移ったばか

りの長野学習センターの村上所長、雨宮事務長をはじめ、

学習センターの職員の皆様には、本研修に対して、色々

とご助力いただき、厚く御礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画側としての反省点として、やはり移動距離が遠か

った関係で、見学先の時間が十分に取れなくて、その点

について、色々ご意見をいただきました。今後の参考に

いたします。なお、アンケートでご意見をいただいた次

回以降の見学先は以下のとおりですが、距離的に無理な

ところが多く、本ＳＣから高速で２時間程度の場所を参

考にさせていただきます。 

（参考） 

・千葉県  佐倉の街並み、銚子のしょうゆ工場、 

銚子電鉄、のこぎり山、伊能忠敬記念館等、

新日鉄君津工場、マザー牧場 

・埼玉県  長瀞、川越、造幣局博物館 

・東京都  白丸調整池ダム（奥多摩） 

・神奈川県 鎌倉、箱根の美術館巡り、ポーラ美術館等、 

鎌倉大仏 

・群馬県  温泉猿（スノーモンキー）、富岡製糸場、 

桐生の絹関係 

・山梨県  藤城清治美術館（影絵）、県立博物館 

・長野県  小布施・葛飾北斎などの歴史遺産見学、 

東御市・ワイン畑造成・農業経営家？ 

・山梨県  シャトレーゼ見学、山梨学習センター 

・栃木県  日光、足利学校、舘林方面 

・茨城県  牛久大仏とワイナリー、ＪＡＸＡ見学、 

つくばの研究機関 

 

 

  

【諏訪大社本宮にて】
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〇 ２０１９年８月～２０２０年１月までの行事報告   

 

８月 ４日（日）         面接授業終了 

８月１０日（土）～１５日（木）  夏期臨時閉所 

８月１７日（土）         公開講演会（高橋 和夫 先生） 

８月２４日（土）～２５日（日）  教員免許講習修了認定試験 

 ８月３１日（土）         公開講演会（石丸 昌彦 先生） 

 ９月 １日（日）         公開講演会（高橋 和夫 先生） 

 ９月 ５日（木）         学生研修旅行（諏訪大社本宮、長野ＳＣ他） 

 ９月 ８日（日）    クラス会（２０１８）【写真右】 

 ９月１４日（土）～１５日（日）  学園祭（茗荷祭） 

 ９月２２日（日）         卒業証書・学位記伝達式 

 ９月２７日（金）～２８日（土）  看護師資格取得単位認定試験 

 ９月２９日（日）         公認心理師のカリキュラムに関する説明会（大場 登先生） 

１０月 １日（火）         学生証発行 

１０月 ５日（土）         臨時閉所・大学院入学試験（筆記） 

１０月 ６日（日）         入学者の集い 

                  公開講演会（斉藤 明先生、細谷 浩史先生） 

１０月１３日（日）         臨時閉所・大学院入学試験（筆記）予備日 

１０月１９日（土）         面接授業開始（１１月２９日まで） 

１０月２５日（金）         面接授業追加登録受付開始  

１１月１５日（金）         通信指導提出（１１月２９日まで） 

１１月２４日（日）         午前 クラス会（2019 年４月入学者） 

午後 クラス会（2019 年 10 月入学者）【写真３枚】 

 

 

 

 

１１月２６日（火）         臨時閉所（ＳＣ職員研修） 

１１月２９日（金）         通信指導提出期限（１１月１５日から）  

１２月１４日（土）         公開講演会（金沢 美知子先生・野崎 歓先生）  

１２月２８日（土）         臨時閉所 

１２月２９日（日）～１月３日（金） 閉所日 

 １月 ４日（土）～５日（日）   臨時閉所 

 １月１１日（土）         公開講演会（大山 泰宏先生）  

 １月２１日（火）～２２日（水）  単位認定試験（大学院） 

１月２３日（木）         単位認定試験（学部） 

１月２５日（土）～２６日（日）  単位認定試験（学部） 

１月２８日（火）～３０日（木）  単位認定試験（学部） 

 １月３１日（金）         臨時閉所   

金
沢 

美
知
子
先
生 

林 

徹
所
長 

河
村
哲
也
先
生 
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〇 ２０２０年２月～７月までの行事予定 

２月 １日（土）         臨時閉所 

 ２月 ２日（日）         面接授業終了（学部） 

 ２月 ９日（日）         クラス会（２０１５～２０１９年度 ） 

２月１５日（土）         公開講演会（星 薫 先生） 

 ２月２９日（土）～３月１日（日） 教員免許講習修了認定試験 

３月１３日（金）         退任記念講演会（菅本 晶夫 先生） 

 ３月１４日（土）         大学改革支援・学位授与機構で学士の学位を 

目指す方への説明会 

 ３月１５日（日）         ＳＣ成果発表会（予定） 

 ３月１７日（火）         退任記念講演会（永原 恵三 先生） 

３月１８日（水）         退任記念講演会（松下 年子 先生） 

３月１９日（木）         退任記念講演会（星   薫 先生） 

 ３月２１日（土）         卒業証書・学位記授与式（ＮＨＫホール） 

 ４月 １日（水）         学生証発行 

 ４月 ５日（日）         入学者の集い 

４月１８日（土）         面接授業開始（８月２日まで） 

 ４月２４日（金）         面接授業追加登録 

 ５月１５日（金）         通信指導提出（５月２９日まで） 

 ５月２４日（日）         クラス会（２０２０年４月入学者） 

 ５月２９日（金）         通信指導提出期限（５月１５日から） 

 ６月２７日（土）      午前 卒業研究ガイダンス 

               午後 大学院博士課程全科生進学希望者ガイダンス 

６月２８日（日）      午前 大学院修士課程全科生進学希望者ガイダンス（臨床心理以外） 

      午後 大学院修士課程全科生進学希望者ガイダンス（臨床心理） 

 ７月 ４日（土）又は５日（日）  公開講演会（予定） 

７月１７日（金）～１８日（土）  単位認定試験（大学院・学部） 

 ７月１９日（日）         単位認定試験（学部） 

 ７月２１日（火）～２３日（木）  単位認定試験（学部） 

 ７月２５日（土）～２６日（日）  臨時閉所 

注．オリンピック開催のため、単位認定試験期間が短縮されているので、注意すること。 

 
－編集後記－ 
 この機関誌も第９号。無事に発行できました！！！ 

 表紙の写真は、初めて文京キャンパスから離れて、１月ということで、「ダイヤモンド富士」にしてみ

ました。撮影場所は、山梨県にある「花の都公園」の駐車場です。山中湖のそばで、撮影の時期は２月中

旬。少し、雲がかかってしまいましたが、ちょうど富士山の頂上に太陽が来るという絵になります。 

 本学習センターの学生、教職員の皆様、写真・記事等の投稿をお待ちしております。 

発行者  東京文京学習センター 機関誌「文京通信」編集委員会 

〒112-0012 東京都文京区大塚 3-29-1 
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